
□篠路駅周辺地区関連について 

１ 都市計画の内容 

⑴ 位置 

札幌市北区篠路１条９丁目の一部、１条 10 丁目の一部、２条９丁目の一部、 

２条 10 丁目、３条８丁目の一部、３条９丁目、３条 10 丁目、 

４条９丁目の一部、４条 10 丁目、５条 10 丁目の一部、 

拓北１条１丁目、１条２丁目の一部、２条１丁目、２条２丁目の一部、 

３条１丁目の一部、３条２丁目の一部 

議案第１～３，６号 参考資料 

７・５・29
上篠路ゆうあい通

３・４・112 篠路・拓北通

空中写真（令和４年撮影）

＜凡例＞
用途地域の変更区域

地区計画区域

特別用途地区の変更区域
高度地区の変更区域

地区計画の変更区域

sb83177
長方形



⑵ 都市計画変更の内容 

ア 用途地域の変更（篠路３条８丁目、３条９丁目の各一部） 

変更前 変更後 ＜凡例＞ 

変更区域 

第一種低層住居
専用地域 

第一種住居地域

近隣商業地域

第一種低層住居専用地域（80/50） 第一種住居地域（200/60） 

イ 特別用途地区の変更（篠路３条８丁目、３条９丁目の各一部） 

変更前 変更後 ＜凡例＞ 

変更区域 

戸建住環境保全

地区 

第一種小売店舗
地区 

第三種小売店舗

地区

戸建住環境保全地区 （指定なし） 

ウ 高度地区の変更（篠路３条８丁目、３条９丁目の各一部） 

変更前 変更後 ＜凡例＞ 

変更区域 

北側斜線高度
地区 

18ｍ北側斜線
高度地区 

18ｍ高度地区 

33ｍ高度地区 

45ｍ高度地区

北側斜線高度地区 
18ｍ北側斜線高度地区 

18ｍ高度地区 

18ｍ北側斜線高度地区

第一種低層住居専用地域 第一種住居地域

戸建住環境保全地区 （指定なし）

北側斜線高度地区 18ｍ高度地区



エ 地区計画の変更【篠路団地】（篠路２条９丁目、３条８丁目、３条９丁目の各一部） 

① 地区計画区域の一部を拡大し、地区の区分として「機能複合地区」を定める。 

② 「沿道Ｂ地区」の区域を「機能複合地区」へ変更する。 

③ 「公共・福祉関連地区」について、「福祉関連Ａ地区」へ名称を変更するとともに、

区域の一部を「福祉関連Ｂ地区」に変更する。 

変更前 変更後 ＜凡例＞ 

変更区域 

地区計画区域 

低層戸建住宅地区
（第一種低層住居専用地域）

沿道地区 
（第一種住居地域）

沿道 B地区 
（第一種住居地域）

利便・集合住宅地区
（第一種住居地域）

公共・福祉関連地区

福祉関連 A地区
（第一種住居地域）

福祉関連 B地区
（第一種住居地域）

機能複合地区 
（第一種住居地域）

近隣センター地区
（近隣商業地域）

※ 変更区域の地区整備計画の概要 

変更内容 名称・区域の変更 新設 

名称 公共・福祉関連地区 福祉関連Ｂ地区 

用途の制限

次の各号に掲げる建築物は、建築してはな
らない。 
(1) 住宅又は共同住宅（老人福祉施設、児童
福祉施設その他これらに類するものに
附属するものを除く。） 

(2) 寄宿舎又は下宿 
(3) 神社、寺院、教会その他これらに類する
もの 

(4) 公衆浴場 
(5) 店舗、事務所その他これらに類するも
の（附帯施設として建築物内に設けるも
ので、これらの用途に供する部分の床面
積の合計が当該建築物の延べ面積の 2
分の 1未満のものを除く。） 

(6) ボーリング場、ゴルフ練習場又はバッ
ティング練習場 

(7) ホテル又は旅館 
(8) 自動車教習所 
(9) 畜舎（床面積の合計が 15㎡以下のもの
を除く。） 

次の各号に掲げる建築物は、建築してはな
らない。 
(1) 住宅（老人福祉施設、児童福祉施設その
他これらに類するものに附属するもの
を除く。） 

(2) 神社、寺院、教会その他これらに類する
もの 

(3) 公衆浴場 
(4) 店舗、事務所その他これらに類するも
の（附帯施設として建築物内に設けるも
ので、これらの用途に供する部分の床面
積の合計が当該建築物の延べ面積の 2
分の 1未満のものを除く。） 

(5) ボーリング場、ゴルフ練習場又はバッ
ティング練習場 

(6) ホテル又は旅館 
(7) 自動車教習所 
(8) 畜舎（床面積の合計が 15㎡以下のもの
を除く。） 

敷地面積の
最低限度 

1,000 ㎡ 200 ㎡ 

壁面の 
位置の制限

道路境界線から 3ｍ以上 
隣地境界線から 2ｍ以上 

道路境界線から 3ｍ以上 
隣地境界線から 2ｍ以上 

福祉関連
B地区 

福祉関連
A地区 

機能複合地区

沿道B地区

公共・福祉
関連地区 

（指定なし）

公共・福祉関連地区
公共施設及び福祉関連施設の
立地を図る地区とする。 

福祉関連A地区
福祉関連施設の立地を図る地区とする。

福祉関連 B地区
福祉関連施設または周辺施設との調和に
配慮した施設の立地を図る地区とする。

機能複合地区
地区内及び周辺地域住民の生活を支えるととも
に、地区の魅力創出・活力向上に資する機能の
立地と良好な街区の形成を図る地区とする。 

沿道 B地区
幹線道路の沿道にふさわしい 
土地利用と良好な街区の形成が
図られる地区とする。 



変更内容 廃止 新設

名称 沿道Ｂ地区 機能複合地区 

用途の制限

次の各号に掲げる建築物は、建築してはな
らない。 
(1) 建築物の１階部分を住宅（住宅で事務
所、店舗その他これらに類する用途を兼
ねるものを含む。）又は共同住宅の住戸
又は住室の用途に供するもの 

(2) 建築物の１階部分を寄宿舎の寝室又は
下宿の宿泊室の用途に供するもの 

(3) ホテル又は旅館 
(4) 畜舎（床面積の合計が 15㎡以下のもの
を除く。） 

次の各号に掲げる建築物は、建築してはな
らない。 
(1) 神社、寺院、教会その他これらに類する
もの 

(2) 自動車教習所 
(3) 畜舎（床面積の合計が 15㎡以下のもの
を除く。） 

敷地面積の
最低限度 

200 ㎡ 200 ㎡ 

壁面の 
位置の制限

道路境界線から 3ｍ以上 
     （一部 1.5ｍ以上） 

道路境界線から 3ｍ以上 
     （一部 1.5ｍ以上） 
隣地境界線から 2ｍ以上 

２ 経緯 

・ 篠路駅周辺地区は、平成 28 年に策定した第２次札幌市都市計画マスタープランにおい

て、地域交流拠点の中でも先行的に取り組む４拠点のうちの１つに位置付けており、Ｊ

Ｒ札沼線による東西分断や駅東側の脆弱な社会基盤、土地の低未利用などの課題解消

に向け、平成 29 年度に鉄道高架事業や土地区画整理事業、各種道路整備に係る都市計

画を定め、整備を進めているところである。 

・ これらの社会基盤整備による都市空間の再編を契機とした低未利用地の利活用等によ

る地域交流拠点にふさわしいまちづくりを進め、今後の人口減少・高齢化等にも対応し

た持続可能な地域社会の形成を目指し、令和５年２月に「篠路駅周辺地区まちづくり計

画」を策定した。 

３ 理由 

・ 「篠路駅周辺地区まちづくり計画」では、大規模未利用市有地周辺を対象とした「東エ

リア」を「重点エリア」の一つとして位置付け、篠路駅周辺地区の魅力創出と活力向上

につながる土地利用が図られるよう、期待される機能等を定めている。 

・ 今後、本計画に基づいた土地利用を実現するため、用途地域、特別用途地区、高度地区

の変更を行う。 

・ また、本計画に基づく多様な都市機能の誘導を図りつつ、既存の住環境を維持・保全し、

調和のとれた良好な住宅市街地が形成されるよう、地区計画の変更を行う。 




